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龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

▼一般会計

▼水防事業特別会計

通
学
路
草
刈
り
参
加
者
が
高
齢

化
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
お
り
、

今
後
実
施
が
困
難
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

①
作
業
軽
減
の
た
め
の
対
応

　

人
手
不
足
に
よ
り
、
刈
っ
た
草

等
の
処
分
が
困
難
な
場
合
や
作
業

軽
減
に
向
け
、
ご
希
望
が
あ
る
地

区
に
は
村
指
定
の
ご
み
袋
を
提
供

し
ま
す
の
で
、
袋
に
入
れ
て
集
積

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
職
員
が
回
収

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

可
能
な
作
業
と
範
囲
で
地
区
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
作
業
委
託
に
よ
る
対
応

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
業

者
へ
の
大
幅
な
作
業
委
託
、
広
域

組
合
で
の
除
草
機
整
備
を
行
い
、

幹
線
道
路
や
通
学
路
を
優
先
し
な

が
ら
、
通
行
に
支
障
が
出
る
箇
所

の
対
処
を
し
て
い
ま
す
。

③
補
助
金
の
交
付

　

区
長
が
申
請
者
と
な
り
、
区
内

の
村
道
草
刈
作
業
（
概
ね
５
０
０

㎡
以
上
）
に
対
し
、
一
律
１
万
円

の
補
助
金
を
交
付
（
１
年
度
２
回

ま
で
）
す
る
制
度
を
令
和
５
年
度

に
創
設
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
連
続
強
盗
や
殺
人
等

の
犯
罪
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
お
り
、
今
や
警
察
だ
け
で
な

く
、
政
府
・
自
治
体
が
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
段
階
と
考
え

ま
す
が
、
村
の
対
策
と
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
民
側
と
し
て
協
力
す
べ

き
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

①
村
の
対
策
と
取
り
組
み

　

幹
線
道
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
、
通
学
路
等
へ
の
防
犯
灯

の
設
置
等
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

行
い
、
犯
罪
抑
止
力
を
高
め
る
と

同
時
に
、「
美
浦
村
つ
い
で
に
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
や
、
美
浦
村
防
犯
連

絡
員
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
全
体

で
安
全
を
守
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
３
回
ほ
ど
、
稲
敷

警
察
署
や
稲
敷
市
役
所
、
稲
敷
地

区
防
犯
協
会
等
と
合
同
で
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
住
民
へ
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
こ
と

　
「
美
浦
村
つ
い
で
に
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」
へ
の
参
加
（
役
場
生
活
安

全
課
受
付
）
や
、
茨
城
県
警
察
で

配
信
し
て
い
る
防
犯
ア
プ
リ
「
い

ば
ら
き
ポ
リ
ス
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
犯
罪
の
兆
候
を
早
期
に
発

見
す
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
の
施
錠
の
徹
底
や

防
犯
グ
ッ
ズ
の
活
用
に
よ
り
、
防

犯
意
識
を
向
上
し
、
近
隣
住
民
と

の
交
流
に
よ
り
地
域
全
体
の
絆
を

強
め
、
不
審
者
が
入
り
込
み
に
く

い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
方
が
急
病
に
な

っ
た
時
の
緊
急
通
報
先
で
あ
る
身

内
の
連
絡
先
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
担
当
医
等
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
、
個
人
情
報
管
理
の

た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
良
い

か
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
地
区
に
お
け
る
想
定
さ
れ
る
取

り
扱
い
と
注
意
事
項

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
、

本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
配
慮

し
、
情
報
管
理
を
万
全
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
個
人
情

報
を
管
理
す
る
に
は
、
各
地
区
で

本
人
か
ら
の
聞
き
取
り
等
を
行
い
、

本
人
の
承
諾
を
得
て
管
理
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
の

懸
念
事
項
と
し
て
、
区
長
交
代
等

に
よ
る
個
人
情
報
の
引
継
ぎ
、
本

人
の
体
調
や
状
況
の
変
化
、
地
区

住
民
の
賛
同
、
緊
急
時
の
責
任
問

題
な
ど
に
よ
り
、
地
区
内
で
の
協

議
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

②
村
で
の
取
り
扱
い

　

参
考
と
し
て
、
村
の
高
齢
・
福

祉
事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
を
次
に
説
明
し
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

事
業
を
利
用
す
る
場
合
、
申
請
書

に
必
要
な
個
人
情
報
を
記
入
・
同

意
の
う
え
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
必
要
な
関
係
機
関
と
情
報
の
共

有
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
と
契
約

を
す
る
際
に
、
個
人
情
報
使
用
同

意
書
に
署
名
し
、
関
係
者
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
医
療
機
関
等
）
と

必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の

同
意
を
得
て
い
ま
す
。
個
々
の
フ

ァ
イ
ル
は
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保

管
す
る
な
ど
、
管
理
は
十
分
に
注

意
し
て
い
ま
す
。

◎
各
地
区
区
長
の
皆
さ
ま
、

　

懇
談
会
へ
の
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

Ｑ
．強
盗
や
殺
人
等
の
犯
罪
か
ら

住
民
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

と　
　

と
の

と　
　

と
の

村
長　

区
長
会　

懇
談
会

村
長

区
長
会

懇
談
会

村
長

区
長
会

懇
談
会

■
問
合
せ　

総
務
課
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３
４
０（
内
）２
０
３

１１
月
３０
日
、
村
長
と
区
長
会
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
意
見
や
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
道
環
境
整

備
へ
の
懸
念
を
は
じ
め
、
住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
の
防
犯
対
策

や
、
一
人
暮
ら
し
の
方
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
の
ご
質
問
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．村
道
の
草
刈
り
作
業
に
つ
い
て

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答

Ｑ
．一
人
暮
ら
し
の
方
の
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

Ａ
．回　

答

Ａ
．回　

答
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